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第３２回葉京女子医大 漢方医学研究会

Ｂ 時 平 成６ 年１王月３０日 （氷） 午 後５ 時３０分～ ７時

場 所 臨床 講堂 ２

演題 司 会 代 田文 彦

１． 慢 性 膵 炎 モ デ ル ＷＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト に 対 す る ＴＪ－１３８ （ツ ム ラ 桔 梗 湯），

ＴＪ一王０９ （ツ ム ラ 小 柴 胡 湯カロ楮 梗 石 膏） の 作 用

（’〕株 式 会 社 ツ ム ラ 中 央 研 究 所，
２〕昭 和 大 医 学 部 第 二 内 科，

ヨ凍 女 医 大 附 属 東 洋 医 学 研 究 所） 新 井 ］ 郎’，・ 間 瀬 明 人１〕・

長 谷 川 雅 之１〕・ 木 谷 敏 之１，・ 囲 口 進２〕・

山 浦 常引 ・ 小 松 靖 弘’〕ヨ〕・ 自 坂 龍 駿 〕

２． 漢 方 薬 を 服 用 し て 「人 生 が 楽 し く な っ た」 ２ 症 例

（東 女医大 附属 棄洋 医学 研究 所） 中野頼 子・ 小 森田俊 幸・

川 越 宏 文 ・ 新 井 信 ・ 佐 藤 弘 ・ 代 田 文 彦

３
．

気道 粘液 線毛輸 送系 にお よ ぼす漢 方方 剤の 効果

（第一 内科） 千代 谷厚 ・玉 置 淳・ 多賀 谷悦 子・兼 村俊 範・ 金野 公郎

特 別 講演 司 会 金 野公 郎

呼 吸器疾 患と 漢方 治療 （東女 医大附 属東 洋医 学研 究所 客員 教 翻 松 田邦 夫

当 番世 話人 金 野公 郎

１１ 慢 性 膵 炎 モ デ ル Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト に お け る

ＴＪ－１３８（桔 梗 湯）， ＴＪ－１０９（小 柴 胡 湯カ纈桔 梗 石 脅） の 作

用

（１〕株 式 会 社 ツ ム ラ 申 央 研 究 既 ２〕昭 和 大 医 学

部第 二内 科，
引東 女医大 附属 東洋 医学 研究 所）

新 丼 ］ 郎’〕・ 間 瀬 明 人’〕・ 長 谷 川 雅 之一〕・

木 谷 敏 之’〕・ 田 口 進望〕・ 山 浦 常 引 ・

小 松 靖 弘１〕島〕・ 自 坂 龍 畷引

ＴＪ－１３８ （桔 梗 湯） は 膵 外 分 泌 勅 激 作 用 を 有 す る．
そ

こ で こ の ＴＪ・１３８お よ び 桔 梗 含 有 漢 方 方 剤 で あ る ＴＪ－

！０９の 遺 伝 性 慢 性 膵 炎 モ デ ル Ｗ 酬 一Ｋｏｂ ラ ッ ト に 対 す

る 作 用 を 検 討 し た．

〔実 験 方 法〕 ５ 週 齢 の 雄 性 Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト に ＴＪ・

１３８
，

ＴＪ－１０９ を 各 々 Ｏ
．
４ ％

，
１
．
２５ ％ Ｍ Ｂ－３ （船 橋 農 場 ：

祷 殊 繁 殖 職 司料）に 混 笹 て 投 与 した
． 薬 物 投 与 ２， ４，

６ ヵ 月 （１３， ２１， ２９週 齢）の 時 点 で 血 液， 尿 検 査， ＰＦＤ

テ ス ト， 膵 臓 の ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏ 繍ｅ 含 量 の 測 定， 膵 組 織 の

ＨＥ 染 色， Ａｚａｎ 染 色 で の 評 価 を お こ な っ た
．

〔繕 剰 Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト は Ｗｉｓｔａｒ ラ ッ ト に 比 較

し て王３週 齢 の 時 点 か ら 膵 の 萎 縮， 膵 組 織 の 繊 維 化， 膵

臓 中 の ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏｌｉｎｅ 含 量 の 増 犬 が み ら れ， そ れ は

２９週 齢 ま で 持 続 し た． し か し， ＰＦＤ テ ス ト の 結 果 か ら

は， ２９週 齢 に な っ て は じ め て 膵 臓 の 外 分 泌 能 の 低 下 が

認 め ら れ た． ま た， 糖 尿 病 症 状 （尿 糖， 血 糖， 血 中 フ

ル ク ト サ ミ ン 濃 度 の 上 昇） も２９週 齢 で は じ め て 観 察 さ

れ た． し た が っ て， Ｗ ＢＮ／Ｋｏｂ ラ ッ ト は 膵 の 繊 維 化 の

結 果 と し て， 膵 外 分 泌 障 害， 糖 尿 病 を お こ す も の と 考

え ら れ た
．

こ れ ら の 症 状 に 対 し て ＴＪ－１３８
，

ＴＪ－１０９は 今

回用 いた 実験 条件 の範 囲で は明ら かな 作用 は認 めら れ

な か つ た
．

２
．

漢方 薬 を服用 して 「人 生が楽 しく なっ た」 ２症例

（東 女医 大附属 東洋 医学 研究 所） 申野 頼子

漢 方は 心身 一如 の医学 と言 わ れてお り， 心と 体を 切

り 放 さ ず に 考 完 る． 漢 方 治 療 に よ り 心 身 共 に 調 子 哀 く，

人 生 部 楽 し く な っ た ２ 症 例 を 報 告 す る．

〔症 例 王〕６孝歳， 女 僅， 主 訴 は 肩 こ り で あ る が， 副 甲

状腺 機能 充進 症で 経過観 察中 で病 気に 対す る不 安感 が

非 潮 こ強 く， 神 経 質 で 心 配 性 で あ る． 胃 が 痛 く な る こ

とカミ多 い こ と と 不 安 が 強 い こ と よ り 半 夏 潟 心 湯 合 半 夏

厚朴 湯 （煎じ 薬） を処 方し， 肩こ りも 胃の 調子 も良く
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